
※ 固定式レーキ部品一式をディスク式畑用中耕除草機（Ｋ社製 DC-301）に固定するための箇所

を設置します。

（※ 固定方法はあくまで一例です。）

後列ディスク装着位置付近にある中央フレーム（50mm×50mm 角パイプ）に、中央フレーム

と同サイズの角パイプ（10cm 長で両側面にナットを溶接したもの）を溶接装着します。
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50mm×50mm 角パイプを溶接中央フレーム

改良部分の

拡大写真

10cm



※ ディスク式畑用中耕除草機に固定式レーキ関連部品を装着するためのアタッチメントです。
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機械・部品 備 考

ディスク式畑用中耕除草機

（３連）  ※市販品・一部改良

市販のディスク式畑用中耕除草機（Ｋ社製 DC-301）に、固定式レ

ーキ部品一式を固定するための箇所を設置したもの。

（※「組み立て前の準備」の項参照）

Ｔバー状ステイ

※自作加工品

ディスク式畑用中耕除草機に固定式レーキ関連部品を装着するた

めのアタッチメント。      （※「組み立て前の準備」の項参照）

レーキ装着用部品（２条分）     

※市販品

メーカー純正部品（Ｑ社製）。

レーキ（３連、２条分）

※市販品

メーカー純正部品（Ｑ社製）。

基本型式：Ｖの改良型（受注品）、ＢＬ、Ｈ

オプション 畦間サブソイラ

※自作加工品

畦の谷間部分を作溝することで除草作業に排水機能を付加しま

す。既存の純正部品の装着位置を利用します。

Ｔバー状ステイ

（自作加工品）

１列目レーキ

２列目レーキ

「型式：ＢＬ」

３列目レーキ

「型式：Ｈ」

レーキ装着用部品

（メーカー純正部品）

一部改良した

ディスク式畑用中耕除草機

オプション

（自作加工品）



  

『Ｔバー状ステイ』を、元機の改良部分（50mm×50mm 角パイプ 10cm 長＋ナット）から挿

入し、固定します。

『レーキ装着用部品（メーカー純正部品）』２条分を『Ｔバー状ステイ』に

装着します。

突出部分 10cm

固定
挿入

２条分の装着が

完了した状態

Ｔバー状ステイ

レーキ装着用部品（２条分）

レーキ装着用部品

レーキ装着用部品



レーキ装着ホルダ

（位置・本数調整可）
レーキ装着ホルダ（位置・本数は調節可能）に、下記

のように各種『レーキ』を装着します（３連、２条分）。

※『レーキ』の深さは圃場にて適宜調節してください。

（畦の形状に合わせ、培土前の畦の表層から２～３cm

以上の深さに作用させるよう設定します。）

１列目：「Ｖレーキ」（改良型） ２列目：「ＢＬレーキ」 ３列目：「Ｈレーキ」

１ １列目：「Ｖレーキ」 （受注品） → 大豆株際の土を膨軟にする

※レーキの線が最も太い「Ｖレーキ」を大豆生育中期まで処理可能なように

可変タイプに変更したレーキ

２列目：「ＢＬレーキ」 → 大きめの雑草を引き抜く

※レーキの線が太く、大豆生育中期まで処理が可能な可変タイプ

「Ｂレーキ」でも可

３列目：「Ｈレーキ」 → 小さめの雑草を引き抜く

※レーキの線が細い

可変タイプではないので、大豆の生育によっては生育中期以降不要

・雑草の発生条件、大豆の生育条件に応じて、レーキの編成は変更可能です。

・転換畑で利用する際は、土塊が多いことが想定されますので、全体的にレーキの強度

が強いもの（線が太いタイプ）が望ましいです。

レーキ装着用部品



◎ 「改良型ディスク式除草機の組み立て方」の詳細は下記をご覧ください。

  動画：改良型ディスク式除草機の組み立て方（動画へリンク）

・１工程の処理条数：２条

・作業機の延長：１m未満

・作業速度：４～６km/h

作業能率：10～15 分/10a

改良型ディスク式除草機は、１工程の処理条数が２条のため、２条播種及び４条播

種とのマッチングは良好です。３条播種の場合は、隣接条間（播種作業の工程間の合

わせ目）の精度が良い場合は順次２条ずつ処理することが可能ですが、隣接条間の精

度が悪い場合には１畦かぶせて往復するのが望ましいです。

いずれの場合も、株間・株際の処理は２条ずつしかできないので、状況によっては

前列両端及び後列両端のディスクを取り外したり、角度を弱めたりして処理する方法

もあります。

隣接条間が広い

処理する２条

処理する２条

３条播種で隣接条間の精度が悪い場合

処理する２条

処理する２条

３条播種で隣接条間の精度が良い場合

前列の端
後列の端

隣接条間

http://youtu.be/IA_Q6FNO6P4


※ 畦の谷間部分を作溝することで除草作業に排水機能を付加します。

既存の純正部品の装着位置を利用します。

◎「畦間サブソイラ」の詳細は下記をご覧ください。

動画：畦間サブソイラの装着作業（動画へリンク）

畦間サブソイラの図面（PDF にリンク）

前列ディスクと後列ディスクの中間に位置するチゼル（純正部品）を取り外

し、畦間サブソイラ（オプション・自作加工品）を装着します。

改良型ディスク式除草機の効果等については、下記リンクをご覧ください。

研 究 成 果

「水田大豆の畦立て栽培に適応できる改良型ディスク式除草機」

※ディスク式畑用中耕除草機への固定式レーキの取り付け、取扱いにつきましては使用者

の責任にて行って下さい。

※ご不明な点は岩手県農業研究センタープロジェクト推進室（0197-68-4412）までご連絡

ください。

チゼル（純正部品）

を装着した状態

畦間サブソイラ（自作加工品）

を装着した状態

http://youtu.be/O94uQssmHVE
http://www2.pref.iwate.jp/~hp2088/library/disk_josou/subsoiler_drawing.pdf
http://www2.pref.iwate.jp/~hp2088/seika/h25/h25shidou_06.pdf
http://www2.pref.iwate.jp/~hp2088/repo/pdf/repo_695.pdf

